
林
業
退
職
金
共
済
制
度(

林

退
共)

へ
加
入
し
ま
せ
ん
か

林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足

し
た
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め

に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の

方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た

と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
林
業

界
全
体
の
退
職
金
で
す
。
詳
し

く
は
、
次
の
連
絡
先
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

◆
掛
金
は
、
税
法
上
で
は
、
法

人
は
損
金
、
個
人
企
業
は
必
要

経
費
と
な
り
ま
す
。

◆
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除

◆
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も

　

退
職
金
は
企
業
間
を
通
算
し

　

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
独
立
行
政

法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03
・
６
７
３
１
・
２
８
８
９

h
ttp

s://w
w

w
.rin

taik
y
o
.

 taisy
o
k
u
k
in

.g
o
.jp

全
国
一
斉
『
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強
化
週
間

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

女
性
の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
、

次
の
と
お
り
電
話
相
談
の
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中

は
、
土
・
日
曜
日
も
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
平
日
は

時
間
を
延
長
し
、
19
時
ま
で
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※

無
料
・
秘
密
厳
守

【
期
間
】
11
月
12
日
（
金
）
～

18
日
（
木
）

【
時
間
】
８
時
30
分
～
19
時

※

土
・
日
は
10
時
～
17
時

【
開
設
場
所
】
高
知
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
（
土
・
日
は
高

松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）

【
相
談
先
】

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※

一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
不
可
。

【
相
談
内
容
】
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
、
離
婚
問
題
、
暮
ら

し
の
悩
み
ご
と
な
ど
女
性
を
め

ぐ
る
人
権
問
題

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
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『
Ｓ
マ
ー
ク
』
を
ご
存
じ

で
す
か
！

　

Ｓ
マ
ー
ク
（
標
準
営
業
約
款

制
度
）
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の

認
め
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
お

客
様
に
安
心
・
安
全
・
清
潔
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
お

店
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

高
知
県
で
は
、
理
容
・
美

容
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
３
業
種

で
こ
の
制
度
を
導
入
し
て
い
ま

す
。

　

毎
年
11
月
を
標
準
営
業
約
款

普
及
登
録
推
進
月
間
と
し
て
、

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
Ｓ
マ
ー
ク

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

営
業
者
の
方
に
は
登
録
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

Ｓ
マ
ー
ク

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
公
財
）
高
知
県
生
活
衛
生
営

業
指
導
セ
ン
タ
ー
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国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校

や
大
学
等
に
入
学
す
る
と
き
や

在
学
中
に
必
要
な
資
金
を
融
資

す
る
公
的
な
制
度
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
HP
（
『
国
の
教

育
ロ
ー
ン
』
で
検
索
）
ま
た
は

問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
融
資
額
】
お
子
さ
ま
１
人
あ

た
り
350
万
円
以
内

【
金
利
】
年
１
・
６
５
％

※

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
・
２
５
％

令
和
３
年
11
月
１
日
現
在

【
返
済
期
間
】

15
年
以
内

※

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

【
用
途
】

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷

金
・
家
賃
な
ど

【
返
済
方
法
】

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ

ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

【
保
証
】

（
公
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証

基
金
（
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保

証
も
可
能
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
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犯
罪
被
害
全
般

性
犯
罪
被
害

や
っ
か
ん

１１ Kami

犯
罪
被
害
者
週
間

　

誰
も
が
あ
る
日
突
然
、
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
、
命
を
落
と
し

た
り
、
怪
我
を
負
っ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

国
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間

支
援
団
体
等
で
は
、
犯
罪
の
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
が
平
穏
な

暮
ら
し
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、

各
機
関
が
連
携
し
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

毎
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日

ま
で
を
『
犯
罪
被
害
者
週
間
』

と
定
め
、
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
へ
の
理
解
を
よ
り
一

層
深
め
る
た
め
に
集
中
的
な
啓

発
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
あ
な
た
や
、
あ
な
た
の

大
切
な
人
が
被
害
に
遭
っ
た
ら

と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
理
解
が
、
犯
罪
被
害
者

の
方
々
の
支
え
と
な
り
ま
す
。

　

当
市
で
も
、
総
務
課
に
総
合

的
対
応
窓
口
を
設
置
し
、
必
要

な
支
援
を
提
供
で
き
る
機
関
の

情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

※

秘
密
厳
守

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
合
的
対

応
窓
口
（
総
務
課
内
）

☎
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そ　
の　

他

１０Kami

相談窓口(機関名) 相談窓口(機関名)

警察
警察総合相談窓口電話

警察
警察総合相談窓口電話

高知県
犯罪被害者等支援相談
窓口

こうち被害者支援
センター

性暴力被害者サポー
トセンターこうち

警察
犯罪被害者ホット
ライン

088-823-9110
#9110（24時間対応）

#8103（ハートさん）
(24時間対応)

 088-871-3110
(月～金 8時30分～17時15分
土・日・祝日・年末年始を除く）

 088-823-9340
※面接相談は要予約
(月～金 9時～12時、13時～16時
土・日・祝日・年末年始を除く)

 088-854-7867
※面接相談は要予約
(月～金 10時～16時
土・日・祝日・年末年始を除く)

080-9833-3500
0120-835-350
（月～土 9時～17時
   日・祝日・年末年始を除く）
※10月から上記時間外も国のコールセンター 
　に自動転送して24時間365日対応

連絡先・相談窓口 連絡先・相談窓口

警察 警察

警察

高知県

１２

Kami

企画展
『廃藩置県150年　藩が消えた日
　　　　　～四国の廃藩置県～』

城博講座
　歴史講座『江戸時代の食文化』

高知県立高知城歴史博物館

１２

amiamiami

■内容

薩長土肥の中で土佐のみ士族反乱が起き

なかった理由は？淡路島はなぜ徳島から分

離して兵庫県に？四国の廃藩置県前後の歴

史を紹介します。

■期間

１１月２９日（月）まで

　９時～１８時　日曜のみ８時～１８時

※展示室への入室は閉館

３０分前まで

■場所

高知城歴史博物館

■料金

　７００円（常設展含

む。高知城とのセット

券は９００円）

※高校生以下と県内６５歳

以上の方は無料　　　　

■内容

　現代の私達になじみ深い、和食文化の基

礎ができたのは江戸時代と言われています。

江戸では、あるいは土佐ではどんな食文化

が育まれていたのか、料理書や絵画資料、

古文書などを読み解きながらご紹介します。

■日時

１２月１１日（土）１０時～１１時３０分

■会場　高知城歴史博物館　１階ホール

■講師　藤田雅子（当館学芸員）

■定員　４０名（要事前申込制/先着順）

■参加費　無料

■申込　１１月１日（月）から申込受付。

　電話、ＦＡＸ、受付にて参加者の氏名お

　よび住所・電話番号をお知らせください

※申込み多数につき、当日ご参加いただけなか  

      った方の内、希望される方には講座の配付資

      料を無料でお送りいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

☎０８８－８７１－１６００

永
瀬
ダ
ム
か
ら
お
知
ら
せ

　

永
瀬
ダ
ム
は
、
昭
和
32
年
の

ダ
ム
竣
工
か
ら
64
年
が
経
過
し
、

ダ
ム
湖
に
流
入
す
る
各
河
川
上

流
部
に
お
け
る
土
砂
の
堆
積
が

多
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
今
年

度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
４

年
間
に
わ
た
っ
て
土
砂
取
除
き

工
事
を
行
い
ま
す
。

　

取
除
く
土
砂
の
量
は
、
１
年

間
で
約
６
～
８
万
立
方
メ
ー
ト

ル
で
す
。
こ
れ
を
大
型
の
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
で
国
道
１
９
５
号

な
ど
を
利
用
し
て
、
主
に
香
南

市
や
安
芸
市
方
面
に
搬
出
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。
（
昨
年

度
は
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
約

10
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
搬
出
し

ま
し
た
。
）

　

な
お
、
今
年
度
の
工
事
期
間

は
、
11
月
か
ら
来
年
３
月
末
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

土
砂
運
搬
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
運
搬
車
両
に
対
し
て
、
法
令

遵
守
・
安
全
運
転
の
周
知
を
徹

底
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
中
央
東
土
木
事
務
所
永

瀬
ダ
ム
管
理
事
務
所
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